
　私は「理学療法士」と勘違いして，「作業療法士」となった．その
ため新人時代から，重度の全身麻痺を呈する脊髄損傷者に対して，非
常に興味深くかかわってきた．“脊髄損傷者に大きな影響を与えられ
る療法士”を目指してきた結果，基本動作や ADL 介入のみならず，
在宅生活のための自助具や福祉用具，住環境整備，社会参加の活動援
助ができて，“本当に作業療法士となってよかった”と感じている．
　近年，脊髄損傷の受傷状況は大きな変化がみられており，脊髄損傷
の多様化とともに私たちの作業療法も変化し，対応している．具体的
には「高齢不全頸髄損傷者」が主な対象となり，①立位/歩行による
ADL 介入や，②中心性頸髄損傷のように下肢機能よりも重度麻痺が
生じる上肢/手指への積極的なアプローチ，③無動不動にならないよ
う日常生活や社会参加活動の検討等が必要となっている．これから
脊髄の再生医療によって，ますます不全麻痺者の増加が予想される．
その一方，再生医療で期待した効果が得られなかった脊髄損傷者へ
の対応も必要となるため，私たちは「多様な脊髄損傷者」に対して，
身体機能や動作能力の改善，住環境整備や社会参加まで「全人的なア
プローチ」が求められている．
　今回の特集では，脊髄損傷に対する「作業療法士への期待」を提言
していただく他，「作業療法の役割」，「回復期病棟における作業療
法」，「上肢・手指へのアプローチ」，「地域での支援」について，事例
を通して述べていただいた．脊髄損傷にかかわる作業療法士のみな
らず，すべての読者にとって日ごろの臨床活動のボトムアップがで
きる機会となれば幸いである．
 （松本　琢麿）
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脊髄損傷と作業療法

特集にあたって
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